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・ クラスのみんなと協力して一つのものを作り上げることができたので良かった。当日は、他のクラス 

の発表もおもしろく、楽しく観ることができた。次のコマまでの待ち時間が長かったので、間をもっと短 

くして、たくさん観られるとよかった。（２年女子） 

・ よく動画を観ているが、編集作業がこんなに難しいとは思っていなかった。新しいことに挑戦することができて

よかった。当日は２日目が暇になってしまったので、時間の使い方を上手になりたい。（２年男子） 

・ いつもと雰囲気がちがう文化祭でしたが、クラスの個性が飾りにも動画にも出ていたので、よかったのではな

いのかなと思います。（３年女子） 

・ 友達とこうしていられるのも今年で最後だと思うと、この時間を大切にしようとしみじみと感じた。（３年女子） 

・ 短かめな準備期間だったけど、みんなで協力して取り組めたと思う。今年の文化祭は新しい形だったけど、楽

しかった。（３年女子） 

 

 

 

 

 

「編集の部」特別賞を受賞した２B「旧校舎の女の子」撮影の様子 

今年度のキャッチフレーズを記したゲート 

教室をミニシアターとして雰囲気づくり 

図書館企画 
「意外と面白いローカルニュース」 

９月 1 日（火）と２日（水）に、久美浜高校・丹後緑風高校久

美浜学舎の文化祭を開催しました。例年は、全クラスが第一体

育館のステージで演劇を披露するのが伝統の本校でしたが、

今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、各ク

ラスがショートムービーを制作し、各教室で上映しました。 

趣向を凝らして教室を飾り付け、繰り返し上映できるミニシ

アター形式での発表には、生の演劇とはちがった良さがあり、

観客動員数を競う生徒達の呼び込みと宣伝の声で校舎は活

気に包まれていました。 

クラス発表は、動画作品の出来だけでなく、教室装飾を含め

た空間演出、観客動員数などによって採点され、５つのクラス

に賞が贈られました。また、クラスの取組のなかでとくに目を見

張る存在感を発揮した３名に、個人特別賞が授与されました。 

教室での上映の合間には、渡り廊下の図書館企画や、第二

体育館での文化部や芸術教科の作品展にも、多くの生徒が足

を運び、充実の二日間となりました。 

 



 

今年度から丹後緑風高校久美浜学舎に新設された「ライフスキル」の 

授業では、地域で活動されている方々のリアルな体験や経験によって培わ 

れた知識を学ぶ機会を取り入れています。７月８日（水）には京丹後市移 

住支援センター「丹後暮らし探求舎」の坂田真慶氏をお招きし、これからの 

時代を生き抜くために、高校生が今、身につけるべき力についてお話しい 

ただきました。 地域と連携した授業は、今後も様々な方々のお力添えをい 

ただきながらすすめていきます。 
  

 

丹後には、丹後の魅力を全国に広げようと活躍されている方々がたくさんおられます。その人たちと高校

生がつながることで、高校生の視点やアイデアが地域を変える大きな役割を担う可能性があります。また、

高校生が自分たちの気付いていない丹後の魅力を知ることによって、さらに当事者意識を持って、地域の

課題解決について取り組むことができます。 
 

 

高校生と地域で活躍されている社会人を、ただ出会わせて「はい、では地域の魅力と課題について話し

合ってください。」といっても、議論が上手く進むことはありません。その２つを上手くつなぐためには、専門的

なファシリテーションの技術が必要です。本校では、京都市に拠点を置かれているＮＰＯ法人グローカル人

材開発センターに協力を求め、高校生と地域の社会人との交流会について、綿密な計画を進めています。 
 

 

高校生と地域の社会人が、丹後について語り合う会を 11 月に計画しています。これを一つのきっかけと

して、関心を持った地域の取組に、高校生も積極的に参加し、地域創生に一役買ってくれることを期待して

います。 
 

 

 

  （なお、この様子は 19 日（水）付け毎日新聞に掲載されました。）  

 

 

 

 
 

8 月 18 日（火）、アグリサイエンス科設立に際して、

貴重な御意見をいただくなど大変お世話になった方々、

今後の授業等で連携していく地域の方々、事業所の

方々、地元や行政の方々約 20 名をお招きし「海部

Kitchen」をお披露目しました。 

  懇談会では、今年度からスタートした丹後緑風高校

アグリサイエンス科への期待や応援・激励の言葉をたく

さんいただきました。その期待に応えられるように、頑張

りたいと思います。 

 


